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最
終
処
分
場
候
補
地
検
討
委
員
会
は
、

３
月
９
日
、
委
員
長
か
ら
組
合
管
理
者
に

検
討
結
果
を
報
告
し
任
務
を
終
了
し
ま
し

た
。
各
委
員
の
皆
さ
ん
の
長
期
に
渡
る
ご

審
議
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

委
員
会
の
な
か
で
、
遠
軽
地
区
の
ご
み

処
理
広
域
化
を
進
め
る
に
は
、
候
補
地
順

位
１
位
と
な
っ
た
湧
別
町
の
み
な
ら
ず
、

３
町
が
協
力
し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ

り
、
よ
り
一
層
の
ご
み
の
分
別
徹
底
、
減

量
化
を
行
う
こ
と
が
重
要
と
の
意
見
が
あ

り
ま
し
た
。

　

遠
軽
地
区
広
域
組
合
で
は
、
こ
う
し
た

意
見
を
踏
ま
え
つ
つ
、
今
後
の
事
業
化
に

向
け
て
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

相
対
評
価
指
標
を　

◎
、
〇
、
△
（
×
）

と
し
、
項
目
毎
に
相
対
評
価
を
行
い
、
候

補
地
毎
に
集
計
し
て
総
合
的
に
評
価
し
、

順
位
を
決
定
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。
そ

の
結
果
は
左
表
の
と
お
り
で
あ
り
、
候
補

地
の
順
位
１
位
は
湧
別（
福
島
）、
２
位
は

遠
軽（
生
田
原
豊
原
）、３
位
は
佐
呂
間（
大

成
）と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
３
回
開
催
し
た
委
員
会
で

は
、
遠
軽
地
区
の
ご
み
処
理
の
現
状
、
最

終
処
分
場
広
域
化
の
課
題
を
確
認
し
、
近

年
の
処
分
場
の
事
例
把
握
の
た
め
、
他
自

治
体
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
候
補
地
選
定
に
向
け
て
、
各
町

か
ら
示
さ
れ
た
候
補
地
の
絞
り
込
み
を
行

い
、
構
造
形
式
に
つ
い
て
は
、
利
点
が
多

く
見
ら
れ
る
ク
ロ
ー
ズ
ド
型
処
分
場
の
採

用
を
決
定
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
遠
軽
町
、
湧
別
町
、
佐
呂
間
町

の
３
候
補
地
の
配
置
平
面
図
を
作
成
し
、

造
成
範
囲
、
土
工
量
、
搬
入
道
路
、
建
設

費
等
を
比
較
し
て
、
候
補
地
を
決
め
る
段

階
と
な
り
ま
し
た
。

vol.

４

　

評
価
項
目
は
、
９
項
目
を
設
定
し
ま
し

た
。【
左
表
】
な
お
、
評
価
項
目
の
(9)
環

境
配
慮
、
工
事
中
の
車
両
騒
音
、
振
動
は
、

造
成
工
事
に
よ
る
環
境
配
慮
、
工
事
中
の

騒
音
等
の
影
響
を
考
慮
す
べ
き
、
と
の
意

見
を
踏
ま
え
加
え
ま
し
た
。

候
補
地
検
討
の
最
終
段
階

候
補
地
優
先
順
位
付
け
の
結
果

今
後
に
向
け
て

評
価
項
目
の
確
認
と

　
　
　
　
評
価
指
標
の
決
定

評価項目 遠軽
（生田原）

湧別
（福島）

佐呂間
（大成）

(1) 地形 ･地質等 ◎ ◎ 〇
(2) 施設配置計画 〇 〇 △
(3) 運搬効率 △ △ △
(4) 雨水流域面積 〇 〇 〇
(5) 搬入道路の整備延長 △ ◎ 〇
(6) 放流先の利水状況 〇 △ 〇
(7) 建設費 △ ◎ 〇
(8) 維持管理費 ◎ ◎ ◎
(9) 環境配慮、工事中の車両騒音、振動 △ △ △

相対評価結果の集計
◎ ２ ４ １
〇 ３ ２ ５
△ ４ ３ ３

候補地 留意事項等 順位
湧別
（福島） 湧別漁業協同組合との協定締結、事前協議が必要 １位

遠軽
（生田原）

・搬入道路となる林道約 1kmについて整備が必要
・近隣民家への工事車両等の配慮が必要

２位

佐呂間
（大成）

・多くの土の移動を伴う、残土発生の場合処分先の
　確保が必要
・搬入道路について、土地の取得、農地転用が必要

３位

【管理者に報告書を手渡す石井委員長（写真右）】

遠
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お問い合わせ
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